
自

民

党
山本　恵一
議員
（北区）

文
化
庁
等
の
京
都
移
転

Q
文
化
首
都
を
目
指
す
本
市
の
悲

願
で
あ
る
文
化
庁
等
の
京
都
移

転
に
つ
い
て
、
省
庁
か
ら
は
厳
し
い
反

論
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
京
都
に

生
き
、
そ
の
文
化
の
素
晴
ら
し
さ
を
間

近
に
感
じ
て
い
る
者
と
し
て
は
、
到
底

納
得
で
き
な
い
部
分
も
あ
る
。
地
方
創

生
を
目
指
す
多
く
の
自
治
体
に
期
待
さ

れ
る
取
組
で
も
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
状

況
を
踏
ま
え
た
今
後
の
対
応
を
伺
う
。

A
京
都
は
我
が
国
の
精
神
文
化
の

拠
点
で
あ
り
、
そ
の
文
化
と
「
こ

こ
ろ
」
を
未
来
へ
と
つ
な
ぐ
都
市
で
あ

る
。
文
化
庁
等
の
京
都
移
転
は
、
日
本

文
化
の
発
信
力
を
一
層
強
化
し
、
人
口

減
少
・
東
京
一
極
集
中
の
是
正
に
向
け

た
地
方
創
生
の
突
破
口
を
開
く
も
の
で

あ
る
。
３
月
の
国
の
移
転
方
針
の
決
定

に
向
け
、
文
化
庁
等
の
京
都
移
転
に
係

る
賛
同
の
輪
を
一
層
広
げ
て
い
く
。

国
際
観
光
都
市
に
ふ
さ
わ
し
い

宿
泊
施
設
の
確
保

Q
右
京
区
の
マ
ン
シ
ョ
ン
の
ほ
ぼ

一
棟
が
外
国
人
観
光
客
向
け
宿

泊
施
設
と
し
て
無
許
可
で
使
わ
れ
、
問

題
と
な
っ
た
。
宿
泊
施
設
の
供
給
量
不

足
を
解
消
し
、
外
国
人
観
光
客
の
多
様

な
期
待
に
応
え
る
た
め
に
は
、
様
々
な

形
態
の
宿
泊
施
設
を
質
・
量
共
に
確
保

す
る
こ
と
が
必
要
だ
。
新
設
さ
れ
た「
民

泊
」
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
よ

る
実
態
調
査
や
具
体
策
の
検
討
を
、
今

後
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

A
京
都
観
光
を
前
進
さ
せ
る
た
め

に
は
、
宿
泊
者
の
ニ
ー
ズ
に
合

わ
せ
た
多
様
な
宿
泊
施
設
を
大
幅
に
増

や
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
に
よ
る
調
査
結
果
を
踏
ま

え
、
旅
館
等
の
観
光
事
業
者
と
共
に
検

討
を
深
め
、「
京
都
方
式
」
と
も
い
え

る
新
た
な
方
策
で
宿
泊
環
境
の
充
実
・

拡
大
に
努
め
る
。

下村　あきら
議員

（下京区）

京
都
の
観
光
振
興
の
推
進

Q
11
月
に
国
に
お
い
て
、「
観
光
地

経
営
」の
視
点
か
ら
日※

本
版

D
M
O
登
録
制
度
の
創
設
が
示
さ
れ
た
。

地
方
創
生
の
観
点
か
ら
、
観
光
地
域
づ

く
り
を
戦
略
的
に
推
進
す
る
組
織
を
国

が
支
援
す
る
も
の
で
あ
る
。
国
の
動
き

を
踏
ま
え
、
世
界
有
数
の
観
光
都
市
で

あ
る
本
市
と
し
て
、
先
進
的
に
観
光
地

域
づ
く
り
を
進
め
る
京
都
市
版
D
M
O

を
構
築
し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

A
約
千
400
の
会
員
を
有
す
る
市
観

光
協
会
を
中
心
に
、
関
連
団
体

と
の
連
携
の
下
、
京
都
市
版
D
M
O
を

構
築
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
核
と
し

な
が
ら
、
幅
広
い
関
係
者
が
参
画
す
る

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
築
く
こ
と
に
よ

り
、
総
合
的
に
観
光
振
興
に
取
り
組

む
。
今
後
も
、
観
光
振
興
を
通
じ
て
、

京
都
の
更
な
る
魅
力
の
創
出
を
図
り
、

市
民
生
活
の
向
上
に
つ
な
げ
て
い
く
。

空
き
家
の
活
用

Q
近
年
、
空
き
家
の
活
用
に
つ
い

て
、
面
白
い
事
例
が
見
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
空
き
家
活
用
の
気
運
を
盛

り
上
げ
る
た
め
、
こ
う
し
た
成
功
事
例

を
市
民
の
皆
様
に
し
っ
か
り
と
発
信
し

て
も
ら
い
た
い
。
活
用
に
消
極
的
な
空

き
家
所
有
者
に
前
向
き
に
な
っ
て
も
ら

う
た
め
に
も
、
積
極
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

A
空
き
家
の
活
用
事
例
に
つ
い
て

は
、
京
町
家
の
魅
力
を
伝
え
る

映
像
作
品
を
募
集
し
市
民
参
加
の
公
開

審
査
で
選
考
す
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
に

な
い
手
法
を
用
い
て
発
信
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
交
通
利
便
性
が
高
い
地
域
を

重
点
地
区
に
設
定
し
、
空
き
家
所
有
者

に
活
用
手
法
を
紹
介
す
る
な
ど
、
積
極

的
な
働
き
掛
け
も
行
っ
て
い
く
。
町
内

会
等
の
協
力
も
い
た
だ
き
、
京
都
の
地

域
力
を
い
か
し
た
対
策
を
進
め
る
。

田中たかのり
議員

（右京区）

大
学
生
と
地
域
の
連
携
推
進

Q
大
学
や
学
生
も
地
域
の
一
員
で

あ
り
、「
学※

ま
ち
コ
ラ
ボ
事
業
」

な
ど
の
取
組
に
よ
り
地
域
と
の
連
携
も

広
が
っ
て
い
る
。
た
だ
現
実
と
し
て
、

地
域
と
の
連
携
が
で
き
て
い
る
学
生
数

は
限
ら
れ
て
お
り
、
よ
り
一
層
の
連
携

を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
こ
と
を

踏
ま
え
て
、
現
状
に
対
す
る
認
識
と
今

後
の
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

A
こ
れ
ま
で
の
取
組
に
よ
り
、
市

営
住
宅
の
活
性
化
や
、
山
間
地

域
の
ま
ち
づ
く
り
な
ど
の
分
野
で
学
生

の
活
躍
す
る
姿
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
ゼ
ミ
単
位
や
学
生
の
グ
ル
ー
プ

単
位
で
の
活
動
が
中
心
と
な
っ
て
い
る

地
域
連
携
活
動
を
、
今
後
、
大
学
を
挙

げ
た
取
組
に
発
展
さ
せ
る
な
ど
、
大
学

が
地
域
活
性
化
の
核
に
な
る
取
組
を
、

大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
京
都
や
各
大
学

と
一
丸
と
な
っ
て
推
進
す
る
。学生が企画した手作り広場で

世代間交流をする様子

共

産

党
西野　さち子
議員

（伏見区）

敬
老
乗
車
証
制
度

Q
敬
老
乗
車
証
制
度
は
高
齢
者
に

と
っ
て
必
要
不
可
欠
な
制
度
だ

が
、
平
成
25
年
度
に
、
所
得
に
応
じ
た

応
能
負
担
か
ら
利
用
頻
度
に
応
じ
た
応

益
負
担
へ
の
改
悪
案
が
示
さ
れ
た
。
高

齢
者
の
負
担
を
増
や
す
こ
と
は
制
度
本

来
の
目
的
に
反
し
て
お
り
、
市
民
か
ら

２
万
２
千
筆
以
上
の
請
願
署
名
が
届
け

ら
れ
て
い
る
が
、
い
か
が
お
考
え
か
。

A
社
会
福
祉
審
議
会
か
ら
の
答
申

や
市
民
意
見
募
集
の
結
果
等
を

踏
ま
え
、
本
来
の
制
度
の
目
的
に
沿
っ

て
よ
り
多
く
の
方
が
利
用
で
き
る
よ
う
、

一
定
回
数
の
乗
車
ま
で
は
無
料
、
そ
の

後
は
利
用
ご
と
に
負
担
を
課
す
仕
組
み

へ
と
転
換
を
図
る
と
と
も
に
、
低
所
得

者
対
策
を
講
じ
る
と
い
う
市
の
基
本
的

な
考
え
方
を
ま
と
め
た
と
こ
ろ
だ
。
制

度
の
具
体
的
な
内
容
は
引
き
続
き
十
分

時
間
を
掛
け
て
検
討
を
進
め
る
。

市
営
住
宅

Q
市
営
住
宅
の
空
き
家
対
策
と
し

て
、
改
修
戸
数
を
増
や
し
て
住

宅
を
平
均
的
に
改
修
す
る
ほ
か
、
単
身

者
用
の
公
募
を
増
や
す
な
ど
、
旧
改
良

住
宅
も
含
め
た
改
修
計
画
の
改
善
を
求

め
る
。
ま
た
、
共
益
費
の
徴
収
は
自
治

会
で
な
く
市
が
行
う
と
と
も
に
、
浴
槽

等
の
修
繕
を
自
己
負
担
で
な
く
公
費
負

担
で
行
う
べ
き
だ
。

A
入
居
募
集
は
、
応
募
倍
率
や
単

身
者
用
住
戸
の
数
等
を
考
慮

し
、
改
良
住
宅
も
含
め
て
計
画
的
に
行

っ
て
お
り
、
計
画
に
基
づ
き
次
期
募
集

に
向
け
空
き
家
を
改
修
し
て
い
る
。
自

治
会
が
共
益
費
の
徴
収
に
苦
慮
す
る
場

合
は
、
市
住
宅
供
給
公
社
が
一
緒
に
滞

納
世
帯
へ
督
促
す
る
な
ど
支
援
に
努
め

て
い
る
。
市
が
浴
槽
等
を
修
繕
す
る
こ

と
は
困
難
で
あ
り
、
浴
室
の
な
い
住
戸

へ
の
浴
室
設
置
等
を
優
先
的
に
進
め
る
。

平井　良人
議員

（中京区）

京
都
経
済
に
対
す
る
認
識

Q
門
川
市
政
８
年
間
で
事
業
所
数

は
減
少
、
市
内
総
生
産
も
繊
維

や
染
色
を
は
じ
め
と
し
た
第
二
次
産
業

で
落
ち
込
み
、
京
都
経
済
が
疲
弊
し
続

け
て
い
る
が
、
そ
の
認
識
は
あ
る
の
か
。

ま
た
、
度
重
な
る
消
費
税
増
税
が
京
都

の
中
小
零
細
企
業
を
倒
産
・
廃
業
に
追

い
込
ん
だ
大
き
な
要
因
と
考
え
る
が
、

そ
れ
に
対
す
る
認
識
は
い
か
が
か
。

A
市
長
就
任
直
後
、
深
刻
な
景
気

後
退
を
経
験
し
た
が
、
国
の
経

済
政
策
と
軌
を
一
に
し
た
成
長
戦
略
を

展
開
す
る
と
と
も
に
、
消
費
税
率
引
き

上
げ
に
も
、
影
響
緩
和
策
を
講
じ
た
。

そ
の
結
果
、
本
市
経
済
は
全
体
と
し
て

回
復
基
調
に
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

一
方
で
、
中
小
企
業
で
は
回
復
の
遅
れ

が
見
ら
れ
る
た
め
、
引
き
続
き
下
支
え

と
成
長
支
援
の
両
面
か
ら
対
応
を
図

り
、
京
都
経
済
の
活
性
化
に
取
り
組
む
。

大
学
生
の
学
費
等
の
実
態
調
査

と
奨
学
金
制
度

Q
国
は
国
立
大
学
の
授
業
料
の
大

幅
な
値
上
げ
を
打
ち
出
し
て
い

る
。
本
市
と
し
て
大
学
生
の
学
費
の
実

態
調
査
と
共
に
、
奨
学
金
が
返
済
で
き

ず
滞
納
し
て
い
る
方
の
調
査
を
行
う
べ

き
だ
。
ま
た
、
市
で
独
自
の
給
付
制
奨

学
金
制
度
等
を
創
設
し
、
国
に
対
し
て

も
奨
学
金
制
度
の
充
実
な
ど
を
要
望
す

べ
き
。

A
市
で
は
、
各
大
学
と
情
報
交
換

を
行
い
、
学
生
の
経
済
的
状
況

の
把
握
に
努
め
て
お
り
、
国
や
日
本
学

生
支
援
機
構
に
お
い
て
も
、
調
査
が
実

施
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
を
踏

ま
え
、
こ
れ
ま
で
か
ら
、
国
に
貸
与
型

の
無
利
子
奨
学
金
の
拡
大
や
授
業
料
減

免
の
充
実
を
要
望
し
て
き
た
。
今
後
も
、

学
生
の
実
態
把
握
に
努
め
、
給
付
型
を

は
じ
め
と
し
た
奨
学
金
事
業
の
拡
充
な

ど
を
国
に
要
望
し
て
い
く
。

公

明

党
曽我　修
議員

（伏見区）

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る

納
税
の
導
入

Q
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
利
用
し
た

納
税
に
つ
い
て
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
環
境
が
あ
れ
ば
い
つ
で
も
ど
こ
で
も

納
付
が
可
能
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
納
税

手
段
の
拡
大
に
よ
る
納
付
促
進
が
期
待

で
き
る
。
他
都
市
で
は
、
既
に
相
模
原
や

神
戸
で
導
入
さ
れ
、
今
後
、
福
岡
や
千

葉
で
も
導
入
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
市
民

の
納
税
環
境
を
整
え
る
た
め
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
納
税
の
導
入
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

A
ク
レ
ジ
ッ
ト
納
税
は
、
市
民
の
利

便
性
の
向
上
に
寄
与
す
る
も
の

と
考
え
、「
だ
い
す
き
っ
！
京
都
。
寄
付

金
」
等
で
導
入
し
、
多
く
の
方
に
利
用
い

た
だ
い
て
い
る
。
来
年
度
か
ら
、個＊
人
市
・

府
民
税
等
の
納
付
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

を
利
用
し
た
納
税
を
導
入
し
、
納
税
者

の
利
便
性
の
向
上
を
更
に
図
っ
て
い
く
。

＊
個
人
市
・
府
民
税
の
ほ
か
、
固
定
資
産
税
・

都
市
計
画
税
と
軽
自
動
車
税
が
対
象
。

若
者
世
代
の
定
住
促
進
に
向
け
た
市

営
住
宅
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進

Q
住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
中
間

見
直
し
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
中
で
、
子
育
て
・
若
者
層
世
帯
の

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
住
宅
の
供
給
等
に
取

り
組
む
こ
と
が
基
本
的
な
考
え
方
に
捉

え
ら
れ
て
い
る
。
若
者
世
代
の
居
住
促

進
に
向
け
、
市
営
住
宅
の
リ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
を
ど
の
よ
う
に
検
討
し
て
い
る
の

か
。
向
島
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
活
性
化
に

向
け
た
今
後
の
取
組
に
つ
い
て
も
伺
う
。

A
市
営
住
宅
で
は
、
大
学
生
の
発

想
等
も
取
り
入
れ
、
リ
ビ
ン
グ
、

ダ
イ
ニ
ン
グ
、
キ
ッ
チ
ン
を
一
体
的
な

間
取
り
へ
と
変
更
す
る
な
ど
の
リ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
住
宅
の
供
給
を
進

め
る
。
向
島
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
つ
い
て

は
、
小
中
一
貫
教
育
校
創
設
に
よ
る
広

大
な
跡
地
活
用
が
期
待
で
き
る
。
民
間

の
先
進
的
な
視
点
も
活
用
し
、
魅
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
を
積
極
的
に
進
め
る
。
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国本　友利
議員

（左京区）

青
少
年
を
犯
罪
か
ら
守
る
取
組

Q
南
区
で
は
、
子
供
が
深
夜
徘
徊

に
よ
り
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
る

こ
と
を
防
ぐ
た
め
、
区
役
所
や
警
察
、

小
中
学
校
な
ど
が
コ
ン
ビ
ニ
等
の
深

夜
営
業
事
業
者
と
共
同
宣
言
を
行
い
、

子
供
の
安
全
対
策
の
強
化
を
図
る
と

し
て
い
る
。
南
区
の
先
駆
的
な
取
組

を
モ
デ
ル
と
し
、
深
夜
営
業
事
業
者

と
協
定
を
結
ぶ
こ
と
も
視
野
に
、
犯

罪
か
ら
子
供
を
守
る
対
策
を
図
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

A
現
在
、
各
区
に
お
い
て
、
P
T
A

等
、
地
域
の
様
々
な
組
織
に
参

画
い
た
だ
く
よ
う
働
き
掛
け
な
が
ら
、

安
心
安
全
の
た
め
の
推
進
組
織
を
順
次

立
ち
上
げ
て
お
り
、
来
年
度
か
ら
は
、

地
域
の
特
性
に
応
じ
た
犯
罪
防
止
等
の

取
組
を
全
区
で
実
施
す
る
。
南
区
の
取

組
も
モ
デ
ル
と
し
、
犯
罪
の
な
い
ま
ち

づ
く
り
を
市
民
ぐ
る
み
で
推
進
す
る
。

民
主
・
都

鈴木　マサホ
議員

（左京区）

門
川
市
政
２
期
８
年
の
総
括
と

今
後
の
課
題

Q
市
長
就
任
後
、
行
財
政
改
革
に

立
ち
向
か
い
、
財
政
事
情
が
厳

し
い
中
で
様
々
な
取
組
を
推
進
し
て
き

た
一
方
、
市
民
理
解
が
十
分
に
得
ら
れ

ず
、
市
民
評
価
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い

政
策
が
あ
る
。
市
民
と
よ
り
真
摯
に
向

き
合
い
、
行
財
政
改
革
を
積
極
的
に
進

め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
市
政
２
期

８
年
の
総
括
と
今
後
の
課
題
を
伺
う
。

A
市
民
へ
の
説
明
が
不
十
分
で
あ

っ
た
点
は
率
直
に
反
省
し
、
今

後
の
市
政
運
営
に
い
か
し
て
い
く
。
現

在
、「
京
プ
ラ
ン
」
後
半
期
に
取
り
組

む
実
施
計
画
の
策
定
を
進
め
て
い
る
が
、

更
な
る
政
策
推
進
に
向
け
、
府
と
の
二

重
行
政
の
解
消
や
財
政
構
造
改
革
を
一

層
推
進
す
る
。
市
民
の
皆
様
と
共
に
あ

ら
ゆ
る
課
題
を
克
服
し
、
京
都
の
未
来

を
切
り
拓
く
た
め
、
引
き
続
き
全
力
を

尽
く
す
。

人
権
思
想
の
啓
発

Q
人
権
擁
護
委
員
を
拝
命
し
４
年

間
、
人※

権
の
花
運
動
な
ど
の
啓

発
活
動
や
電
話
相
談
に
取
り
組
ん
で
き

た
。
こ
れ
ら
の
取
組
を
通
じ
て
、
人
権

擁
護
委
員
と
法
務
局
、
各
行
政
と
の
連

携
の
重
要
性
を
感
じ
て
い
る
が
、
ど
う

連
携
を
進
め
て
い
く
の
か
尋
ね
る
。
ま

た
、
市
と
し
て
の
人
権
思
想
の
啓
発
に

対
す
る
考
え
を
聞
き
た
い
。

A
差
別
を
許
さ
な
い
社
会
の
実
現

の
た
め
に
は
、
行
政
相
互
と
関

係
機
関
等
と
の
連
携
が
重
要
で
あ
り
、

と
り
わ
け
、
人
権
擁
護
委
員
と
の
連
携

は
重
要
。
そ
の
た
め
、
委
員
の
活
動
に

対
す
る
支
援
に
積
極
的
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
委
員
が
活
動
で
き
る
機
会
を

設
け
る
な
ど
更
な
る
連
携
を
深
め
る
。

今
後
も
、
市
民
、
企
業
、
関
係
機
関
等

と
の
連
携
の
下
、
人
権
啓
発
を
効
果
的

に
推
進
す
る
。

人権の花運動の様子

京

都

党
村山　祥栄
議員

（左京区）

大
都
市
制
度
と
近
隣
自
治
体
と
の
連
携

Q
京
都
の
持
続
的
発
展
に
は
、
阪

神
経
済
圏
か
ら
自
立
し
た
広
域

京
都
経
済
圏
を
築
く
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。
そ
の
た
め
に
は
、
特※

別
自
治
市
構

想
を
一
旦
白
紙
に
戻
し
、
府
と
京
都
経

済
圏
の
実
現
に
向
け
取
り
組
む
と
と
も

に
、
府
下
の
隣
接
自
治
体
と
の
連
携
が

必
須
。
特
別
自
治
市
に
対
す
る
見
解
や

京
都
経
済
圏
の
構
築
に
つ
い
て
伺
う
。

A
政
令
指
定
都
市
の
あ
る
べ
き
姿

と
し
て
特
別
自
治
市
が
ふ
さ
わ

し
い
と
考
え
る
が
、
ど
の
よ
う
な
制
度

の
下
で
も
、
本
市
自
ら
の
課
題
解
決
だ

け
に
終
始
せ
ず
、
近
隣
自
治
体
を
は
じ

め
、
全
国
の
自
治
体
と
水
平
連
携
し
、

相
互
の
発
展
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
必

要
。
京
都
府
や
近
隣
自
治
体
と
の
連
携

を
一
層
推
進
し
、
経
済
を
は
じ
め
と
す

る
京
都
圏
域
全
体
の
活
性
化
、
発
展
に

取
り
組
む
。

京都市と府内近隣自治体

京
都
維
新
の
会

豊田　貴志
議員

（山科区）

市
長
退
職
金
制
度

Q
大
阪
府
知
事
の
退
職
金
は
約

630
万
円
、
大
阪
市
長
の
退
職
金

は
約
750
万
円
で
あ
り
、
次
任
期
か
ら
、

共
に
全
国
初
と
な
る
退
職
金
制
度
の
廃

止
を
決
定
し
た
。
そ
れ
に
比
べ
、
京
都

市
長
の
４
年
間
の
退
職
金
約
３
千
500
万

円
は
非
常
に
高
額
で
あ
る
。
市
長
は

常
々
「
全
国
の
自
治
体
で
最
も
脆
弱
な

財
政
基
盤
」
と
言
っ
て
い
る
が
、
現
状

の
財
政
状
況
を
踏
ま
え
た
退
職
金
制
度

の
あ
り
方
を
示
す
べ
き
と
考
え
る
。

A
市
長
の
退
職
手
当
は
、
自
治
体

の
舵
取
り
と
い
う
重
責
に
ふ
さ

わ
し
い
水
準
で
あ
る
こ
と
と
併
せ
て
、

市
の
財
政
状
況
等
を
総
合
的
に
判
断

し
、
条
例
に
基
づ
き
支
給
し
て
い
る
。

平
成
16
年
度
か
ら
約
６
％
、
平
成
25
年

度
か
ら
更
に
約
13
％
引
き
下
げ
て
お
り
、

今
後
も
社
会
経
済
情
勢
等
も
踏
ま
え
、

必
要
な
検
討
を
行
う
。

本
会
議
の
代
表
質
問
か
ら

　
12
月
２
日
の
本
会
議
で
は
次
の
10
人
の
議
員
が
各
会
派
を
代
表
し
て
、
市
政
の
各
般
に
わ
た
っ
て

市
長
や
関
係
理
事
者
に
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
本
号
で
は
、
そ
の
主
な
も
の
を
お
伝
え
し
ま
す
。

自
民
党
＝
自
由
民
主
党
京
都
市
会
議
員
団
、
共
産
党
＝
日
本
共
産
党
京
都
市
会
議
員
団
、
公
明
党
＝
公
明
党
京
都
市
会
議
員
団
、

民
主
・
都
＝
民
主
・
都
み
ら
い
京
都
市
会
議
員
団
、
京
都
党
＝
地
域
政
党
京
都
党
市
会
議
員
団
、
京
都
維
新
の
会
＝
京
都
維
新
の
会
・
無
所
属
京
都
市
会
議
員
団

※
12
月
11
日
時
点
の
会
派
・
行
政
区
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

用
語
解
説

※
日
本
版
D
M
O

「
観
光
地
経
営
」
の
視
点
に
立
っ
た
観

光
地
域
づ
く
り
の
舵
取
り
役
と
し
て
、

明
確
な
基
本
概
念
に
基
づ
い
た
戦
略
を

実
施
す
る
た
め
の
調
整
機
能
を
備
え
た

法
人
。

※
学
ま
ち
コ
ラ
ボ
事
業

正
式
名
称
は
、「
大
学
地
域
連
携
創
造
・

支
援
事
業
」。
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り

に
向
け
て
、
大
学
・
学
生
が
地
域
と
協

働
で
取
り
組
む
事
業
を
募
集
し
、
優
れ

た
取
組
に
助
成
支
援
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
実
践
的
な
教
育
・
研
究
機
会
の
提

供
及
び
人
材
育
成
、
地
域
に
と
っ
て
は

大
学
の
知
や
学
生
の
活
力
に
よ
る
地
域

の
課
題
解
決
や
活
性
化
を
図
る
。

※
人
権
の
花
運
動

小
学
生
等
を
対
象
と
し
た
啓
発
活
動
。

学
校
に
配
布
し
た
花
の
種
子
、
球
根
な

ど
を
育
て
る
こ
と
で
生
命
の
尊
さ
を
実

感
し
、
豊
か
な
心
を
育
み
、
優
し
さ
と

思
い
や
り
の
心
を
体
得
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
国
の
事
業
。

※
特
別
自
治
市

現
行
制
度
で
国
や
道
府
県
の
事
務
と
さ

れ
て
い
る
も
の
も
含
め
、
地
方
が
行
う

べ
き
事
務
の
全
て
を
大
都
市
が
一
元
的

に
担
う
新
た
な
大
都
市
制
度
。

京
都
市
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